
クリニカルベーシックセミナー（著名な臨床家による）

Clinical Basic Seminar

■概　要

　卒後研修後、経験を重ねると臨床現場での「悩み、迷い、不安」が生じ

てまいります。「教科書では解決できない症例」「指導を受けたことがない症

例」「器質的な難症例」（クレーマー患者）など、多くの要因が複合的に関係

してまいります。これらを解決できる歯科医師になるためには、知識、技能、

態度、経営のバランスが要求されてきます。卒直後～７年目は、今までの知

識、技能、態度を再確認のうえ、整理して、自分の長所、短所を見直すこと

が大切な時期となります。このことが歯科医師としての将来を決めるといっ

ても過言ではありません。

　各専門分野で活躍されている講師陣の知識、技能、態度に触れて、歯科医師として自らの知識を

整理して、新たな展開を構築する絶好の機会となるコースです。また、研修会の講師陣との心温ま

る交流の場とすることも大きな目的の１つです。医療従事者として、今後も大いに悩み、苦労され

ると思いますが、よき相談ができる師匠に出会えるチャンスとして位置づけした研修会です。研修

会を通じて、日頃の先生方の「悩み、迷い、不安」を仲間と語り合い、一流講師陣に解決の糸口を

発見してもらうための絶好の機会と考えております。歯科医師として、患者様、スタッフに信頼され、

尊敬される豊かな歯科医師人生を歩むための入り口のコースとなれば幸いです。

■定　員：30 名

■会　場：東京・新宿区　明海大学・朝日大学サテライトキャンパス

　　　　　　　　　　　　明海大学・朝日大学歯科医師生涯研修センター

■受講料：8,000 円 ( 教材費含む )　

　◆入金をもって受講登録とさせていただきますので、予めご了承ください。

　　全コース一括払いの場合は、パッケージ料金 90,000 円となります。

　　なお、一度納入された受講料の返金はいたしかねますので、予めご了承ください。

　◆分割払い制度を利用した場合、毎月のお支払額（分割）で受講することができます。

■カテゴリー：

明海大学 ・朝日大学大学院歯学研究科連携プログラム

Meikai University & Asahi University School of DentistryMeikai University & Asahi University School of Dentistry

カテゴリー 講　　　師 日　　　時 曜日 時　　　間

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

コース番号

09180101

09180102

09180103

09180104

09180105

09180106

09180107

09180108

09180109

09180110

09180111

09180112

09180113

09180114

09180115

09180116

09180117

09180118

歯内療法

スポーツ歯学

保存修復

歯周治療

補綴Ⅰ（顎口腔機能と咬合）

補綴Ⅱ（有床義歯）

臨床解剖学入門

補綴Ⅲ（咬合）

補綴Ⅳ（オーラルリハビリテーション）

補綴Ⅴ（長期症例）

歯科矯正

補綴Ⅵ（ＭＴＭ）

小児の口腔機能（小児歯科）

歯科医科連携

歯科治療と脳機能

摂食嚥下

デンタルビジネスマネージメント

歯科医院経営

平井　　順

安井　利一

宮崎　真至

伊藤　公一

小林　義典

上濱　　正

阿部　伸一

渡辺　隆史

南　　清和

鈴木　　尚

宮下　邦彦

渡辺　隆史

増田　純一

西田　　亙

河原　英雄

植田耕一郎

藤田　　薫

赤石　健司

2018年 5月13日

2018年 5月13日

2018年 6月 3日

2018年 6月 3日

2018年 7月 8日

2018年 7月 8日

2018年 7月29日

2018年 7月29日

2018年 9月 2日

2018年 9月 2日

2018年 9月30日

2018年 9月30日

2018年11月11日

2018年11月11日

2018年12月 9日

2018年12月 9日

2019年 1月20日

2019年 1月20日

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0

New！

New！

New！

[ コーディネーター ]

上濱　正　先生



クリニカルベーシックセミナープログラムと講師

Meikai University & Asahi University School of Dentistry

南　清和

コースNo. 09180109

補綴Ⅳ（オーラルリハビリテーション）

2018年9月2日（日）10：00～12：30

講師　南　清和　先生

「明るく楽しいオーラルリハビリテー

　ションの基本知識・手技」

小林義典

コースNo. 09180105

補綴Ⅰ（顎口腔機能と咬合）

2018年7月8日（日）10：00～12：30

講師　小林義典　先生

「今後の歯科医療に必要な顎口腔機能と

　有歯顎の咬合の基本知識」

コースNo. 09180107

臨床解剖学入門

2018年7月29日（日）10：00～12：30

講師　阿部伸一　先生

「臨床機能解剖学を楽しく理解して臨床のスキルアップ

　-補綴治療、顎関節の機能解剖から-」阿部伸一

平井　順

コースNo. 09180101

歯内療法

2018年5月13日（日）10：00～12：30

講師　平井　順　先生

「歯髄保存の重要性と失敗しない歯内

　療法の基礎知識・手技」

歯内療法では、歯髄を保護する努力を惜しまない姿勢がまずは重要になります。しか

しながらやむなく抜髄となる症例も少なくありません。抜髄治療においては、健全歯

質を可能な限り保全した上で、根管内を無菌化する高度な技術が求められます。失活

歯の長期的な予後が悪いことから明らかなように、歯内療法の良し悪しが、歯の寿命

を決めてしまうことになりかねません。歯の寿命を伸ばすために必要な歯内療法とは

どのようなものか？　歯髄保存から感根管治療まで、歯内療法の基本を解説します。

コースNo. 09180104

歯周治療

2018年6月3日（日）13：30～16：00

講師　伊藤公一　先生

「患者のためになる歯周治療をマスター

　しよう！」伊藤公一

国民の８割が罹患しているといわれる歯周病。なぜここまで蔓延してしまうのか？　

原因はわかっているのにどうしてコントロールできないのか？　その理由は歯周病の

持つ複雑な病因論にあると言われています。う蝕と歯周病がコントロールできれば、

歯列は生涯保全されるはずです。また近年では、歯周病と全身疾患との密接な関係が

次々と明らかになっています。歯周病治療は、歯を守るだけでなく、患者の全身の健

康維持と QOL の向上に繋がります。患者のためになる歯周病治療とは何か？　複雑

に思える歯周治療の基礎を、わかりやすく解説します。

咬合は全身の健康に大きく関わっています。しかしながらそれを科学的な根拠に基づいて

説明することはとても難しいことでした。小林義典先生は、長年咬合と全身の健康に関し

て研究を続けてきた優秀な科学者であると同時に、それを具現化するにはどうしたら良い

かという、研究と臨床を結びつけた、咬合に関する世界的な権威であります。難解な咬合

論をどう臨床に活かすか、その真髄を解説していただく貴重な時間です。ベーシックセミ

ナーではありますが、ベテランの先生におかれましても、咬合論を見直す絶好の機会にな

ります。

渡辺隆史

コースNo. 09180108

補綴Ⅲ（咬合）

2018年7月29日（日）13：30～16：00

講師　渡辺隆史　先生

「臨床に必要なやさしい咬合学」

咬合咬合はあらゆる歯科臨床分野に関わっています。咬合をないがしろにし

た臨床の予後が悪いことは、ある程度臨床経験を積んだ歯科医師であるなら

ば理解できる周知の事実です。では、臨床で大事な咬合論とはなんでしょう

か？そのことを、臨床例を提示しながら、できるだけわかりやすく解説します。

解剖学は基礎歯学の基本です。そしてそれがどれぐらい臨床に大切か？臨床経験を

積めば積むほど、解剖学が重要になることを誰もが実感しているのではないでしょ

うか？抜歯や歯周外科、インプラントなど外科的な治療が必要な分野において解剖

学的な知識が必要なことは誰もが想像できますが、実はそれ以上に、有床義歯や顎

関節治療など補綴治療の分野においても、解剖学が重要な基礎分野であることを認

識しなくてはなりません。基礎と臨床の融合が大切であることを提示します。

コースNo. 09180106

補綴Ⅱ（有床義歯）

2018年7月8日（日）13：30～16：00

講師　上濱　正　先生

「歯科補綴の可能性を探る」

上濱　正

パーシャルデンチャーやフルデンチャーは、欠損補綴の基本です。

欠損補綴の選択肢としてのインプラント補綴は、確かに非常に優れた方法でありますが、

インプラントの前に、まずは質の高いパーシャルデンチャーやフルデンチャーの治療がで

きる知識と技術を身につけておかなくてはなりません。

欠損を放置しまうことによって、咬合崩壊が進行しするばかりか、全身の健康にも悪影響

を与えます。現代の有床義歯に何が求められているか？歯科補綴の可能性を探ります。

歯科臨床は一口腔単位で考えて行わなくてはなりません。 特に咬合崩壊を伴ったような複雑

な様相を呈する症例では、補綴だけでなく、歯周病、歯内療法、保存修復、などあらゆる

臨床分野を総合的に統括して治療をすることが、歯科医師に求められます。

このような症例にどう立ち向かったら良いか？　咬合を再構成する上で必要な知識と技術

は何か？　オーラルリハビリテーションの基本を、豊富な臨床例を提示して、できるだけ

わかりやすく解説します。

コースNo. 09180103

保存修復

2018年6月3日（日）10：00～12：30

講師　宮崎真至　先生

「MIを可能とするダイレクト

　ボンディング」宮崎真至

接着技術や修復材料の目覚しい進歩と MI(Minimal Intervention：低侵襲治療 ) の概念の登

場で、保存修復治療の方法は大きく変わりました。現在の修復治療においては、可能な限

り感染牙質のみを除去して、健全歯質を保護した治療が求められます。また、適切な修復

治療によって、侵襲の大きい補綴治療を回避することも可能になるため、保存修復治療は、

注目度の大きい極めて重要な分野といえます。

保存修復治療を確実に適切に行うには、接着技術やレジンの特性を科学的に正しく理解し

なくてはなりません。ベーシックセミナーでは、低侵襲治療時代の保存修復治療について、

その基礎をわかりやすく解説します。

New！

コースNo. 09180102

スポーツ歯学

2018年5月13日（日）13：30～16：00

講師　安井利一　先生

「スポーツ歯学」

安井利一

スポーツに起因する歯科的な外傷、予防などの他にスポーツパフォーマンスを最大限に発

揮できるように歯科的な効果を解説いたします。

歯や口の中やまわりにおける外傷（けが）には、歯肉などのけが、歯が折れる、顎の骨が

折れる等があり、その原因としては交通事故、転倒転落、スポーツ、殴打などが挙げられて、

スポーツによる障害が占める割合は 6 ～ 15.2％とされており皆さんが思っているより多い

いのです。また、歯科治療で投薬された薬がドーピング検査で陽性になったりすることが

ないように配慮したりすることもスポーツ歯学の守備範囲と考えます。

New！



Meikai University & Asahi University School of Dentistry

鈴木　尚

コースNo. 09180110

補綴Ⅴ（長期症例）

2018年9月2日（日）13：30～16：00

講師　鈴木　尚　先生

「臨床医の心得と長期症例から学ぶ」

赤石健司

コースNo. 09180118

歯科医院経営

2019年1月20日（日）13：30～16：00

講師　赤石健司　先生

「今後の人生を左右する歯科医院経営の

　基礎知識」

河原英雄

コースNo. 09180115

歯科治療と脳機能

2018年12月9日（日）10：00～12：30

講師　河原英雄　先生

「脳を活性化する総義歯治療とは：噛める総義歯・

　前歯で噛み切れる総義歯がもたらす臨床効果」

植田耕一郎

コースNo. 09180116

摂食嚥下

2018年12月9日（日）13：30～16：00

講師　植田耕一郎　先生

「診療室を核にした摂食・嚥下リハビリ

　テーション」

藤田　薫

コースNo. 09180117

デンタルビジネスマネージメント

2019年1月20日（日）10：00～12：30

講師　藤田　薫　先生

「歯科医師のコミュニケーションスキル

　向上講座」

コースNo. 09180113

小児の口腔機能（小児歯科）

2018年11月11日（日）10：00～12：30

講師　増田純一　先生

「Health Dentistry 0歳から“噛む”で

健康長寿」増田純一

コースNo. 09180111

歯科矯正

2018年9月30日（日）10：00～12：30

講師　宮下邦彦　先生

「一般歯科臨床に役立つ矯正治療の

　可能性について」宮下邦彦

渡辺隆史

コースNo. 09180112

補綴Ⅵ（ＭＴＭ）

2018年9月30日（日）13：30～16：00

講師　渡辺隆史　先生

「知っていると便利なＭＴＭの基礎

　知識・手技」

長期症例から得られる情報は本当に貴重です。良かれと思って丁寧に行なった治療であっ

ても、長期的に見たその予後は、必ずしも良い結果をもたしているとは限りません。初診

時に何を見てどのような診断をすればよかったのか？どのような治療計画が患者利益につ

ながるのか？長期症例を通してタイムトラベルすることで、起こりうるリスクを事前に回

避することも可能になります。鈴木 尚先生の豊富な臨床力と、予後を見抜く洞察力を通して、

症例を診る力を見つけていただきたいと思います。また、臨床医として何を学び、何を目

標にすれば良いのか？臨床医の心得を感じていただく貴重な講義になります。

歯列不正は、単に審美的な問題だけでなく、咬合やう蝕、歯周病など様々な問題を引き起

こします。特に成人の歯列不正は、病態がより複雑になるため、適切な診断が不可欠で、

診断の質が矯正治療の予後を大きく左右します。宮下邦彦先生は、セファロ分析の世界的

な権威である一方、優秀な矯正臨床医でもあります。一般歯科臨床において矯正治療をど

のような位置付けで捉え、どのように活かしていくべきか？　矯正治療の真髄と可能性に

ついて解説します。

歯列不正歯列不正には先天的なものと、欠損放置などによって生じる後天的なものが

あります。この後天的な歯列不正を改善しないまま行う補綴治療の予後は悪く、補綴

前処置としての矯正治療は必要不可欠な臨床手技の一つです。アップライトやエクス

トルージョンなど代表的な MTM を解説した上で、一般臨床医の目線から、矯正治

療の重要性を討議します。

「三つ子の魂百まで」と言われるように、３歳までに正しい口腔機能を獲得することは、生

涯の健康維持に繋がります。ファストフードなど柔らかくて簡単な食事が増えた現代では、

この口腔機能が不十分ないわゆる「お口ぽかん」の子供が目立って増えています。乳幼児

期に正しい口腔機能を獲得するにはどうしたら良いか？小児期では何が大切か？そしてし

小児期までに獲得された正しい口腔機能が生涯どのように活かされて行くのか？ 増田先生

の小児を診る目を通して、「噛む」という行為が、健康長寿にとっていかに重要か、豊富な

臨床経験をもとに解説します。

コースNo. 09180114

歯科医科連携

2018年11月11日（日）13：30～16：00

講師　西田　亙　先生

「健口から、健幸へ」

西田　亙

日本全国の糖尿病外来では栄養指導が行われていますが、私が見る限り、多くの場合それ

は栄養“ 素 ”指導に終始しており、患者を幸せに導くものではないように思えます。味覚

障害による偏食を来している人に「バランス良く食べましょう」と伝えたところで、果た

して食生活は変わるでしょうか？臼歯がない人に｢野菜を毎日 350g 食べましょう｣と伝え

て、実行できるでしょうか ? このように、歯科界からすれば常識外れとも言える事が、全

国の糖尿病外来で繰り広げられているのです。今回は、糖尿病専門医の立場から歯科の智

慧を再発見し、今後の医科歯科連携に活かすための道のりを探ります。

2016 年度の平均寿命は、女性 87.14 歳、男性 80.98 歳と、日本は世界トップクラスの

長寿国です。しかしながら、健康上の問題がない状態で生活できる「健康寿命」は、平均

寿命に比べて 10 歳程度も短い状態です。2013 年度の高齢者の要介護者数は 569.1 万人

と、年々増加の一途を辿っています。そのようななか、摂食嚥下の障害は、誤嚥性肺炎や

胃ろうなど、様々な問題を引き起こしています。たとえ寝たきりの状態であっても、一口

でもいいから美味しく食べたいと誰もが願っているだけでなく、口から食べることは人間

の尊厳にもつながる大切なことです。我々臨床医が、診療室で摂食嚥下リハビリテーショ

ンにどのように関わることができるのか、皆様とともに考えます。

「噛む」ことは脳を活性化します。噛むことで、寝たきりから蘇る、車椅子から立って歩く、

認知症が改善するなど、全身状態の改善につながる驚愕するような事象が、河原先生の臨

床で次々と証明されています。

前歯で噛める総義歯とは何か？噛める入れ歯はどのように調整するのか？　噛めることで

どのようなことが起きるのか？超高齢化社会において、歯科医師が認識を新たにしなくて

はならない重要なことがこの講義でわかります。河原英雄先生の臨床にかける情熱と理念

も感じ取っていただきたい大切な時間です。

歯科医師には、営利目的ではなく、質の高い医療を患者に提供することが求められています。

正しい医療は、それに携わる医療従事者の「倫理」を礎にして行われ、その医療倫理は、

2000 年以上前に書かれた「ヒポクラテスの誓い」が現在でも使われているように、不変

なものです。

しかしながら、それらの医療倫理は患者とのコミュニケーションが取れて初めて発揮される

もので、決して頭だけで考えてできることではありません。正しい医療を行うためにどのよ

うなコミュニケーションスキルを身につける必要があるのか、デンタルビジネスのプロが伝

授します。

開業は人生における大事業です。歯科臨床に対する理念を具現化するため、誰もが大きな

夢を持って開業に臨むことと思います。しかしながら、歯科医院経営という点では、多く

の開業医は素人です。開業という大事業を失敗しないためにはどうしたら良いか？開業医

という人生の、節目節目で何を考え、何を方向修正したら良いか？長年にわたり歯科医院

経営の指導を続けてこられた赤石健司先生先生が、開業医としての心構えを伝授します。

歯科医院経営に対する赤石先生のフロソフィーを肌で感じることは、これから開業しよう

としている若き歯科医師だけでなく、すでに開業している先生がたの未来ににとっても大

きな力になることでしょう。

New！



■振込先：みずほ銀行　川越支店（普通）1936843　学校法人明海大学理事長　宮田　淳

パッケージ料金　クリニカルベーシックセミナー全コース受講で 90,000 円

《2018 年度明海大学・朝日大学生涯研修》受講申込書
明海大学・朝日大学生涯研修部プログラムの下記のコースを申込みます

■クリニカルベーシックセミナー全18コース中ご希望のコース10回～18回を受講希望され
る先生方、上表のパッケージコースの受講料で受講することができます。　　
なお、一度納入された受講料の返金はいたしかねますので、予めご了承下さい。
◆パッケージコースについては、分割払い制度を利用して、受講することができます。
■照会先　明海大学歯学部生涯研修部  〒350-0283　埼玉県坂戸市けやき台１番１号
　　　　　TEL：049-279-2728　FAX：049-285-6036
　　　　　E-mail：info@m-a-univ-ce.com
■受講申込書
　（注意）１.E-mail アドレスは、必ずご記入ください。
　２. 入金をもって受講登録とさせていただきますので、予めご了承ください。

（注意）1. ドレスコードのお願い、服装は必ずしもフォーマルである必要はありませんが、襟なしシャツや短パンなど、

周囲の雰囲気を損なわない服装やエチケットにご協力をお願い申し上げます。

2. 個人情報保護法に基づき、肖像権について使用承諾を頂いている先生について掲載しております。

カテゴリー 講　　　師 日　　　時 曜日 時　　　間

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

10:00～12:30

13:30～16:00

コース番号 ご希望のコースに
○を記入して下さい受講料（円）

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

8,000

09180100

09180120

09180130

09180140

09180150

09180160

09180170

09180180

09180190

09180101

09180102

09180103

09180104

09180105

09180106

09180107

09180108

09180109

09180110

09180111

09180112

09180113

09180114

09180115

09180116

09180117

09180118

パッケージコース（全18回のコース全てをお申込み）

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース17回をお申込み）下表のご希望のコースに○を17個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース16回をお申込み）下表のご希望のコースに○を16個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース15回をお申込み）下表のご希望のコースに○を15個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース14回をお申込み）下表のご希望のコースに○を14個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース13回をお申込み）下表のご希望のコースに○を13個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース12回をお申込み）下表のご希望のコースに○を12個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース11回をお申込み）下表のご希望のコースに○を11個ご記入下さい

パッケージコース（全18回のコース中ご希望のコース10回をお申込み）下表のご希望のコースに○を10個ご記入下さい

90,000

85,000

80,000

75,000

70,000

65,000

60,000

55,000

50,000

歯内療法

スポーツ歯学

保存修復

歯周治療

補綴Ⅰ（顎口腔機能と咬合）

補綴Ⅱ（有床義歯）

臨床解剖学入門

補綴Ⅲ（咬合）

補綴Ⅳ（オーラルリハビリテーション）

補綴Ⅴ（長期症例）

歯科矯正

補綴Ⅵ（ＭＴＭ）

小児の口腔機能（小児歯科）

歯科医科連携

歯科治療と脳機能

摂食嚥下

デンタルビジネスマネージメント

歯科医院経営

平井　　順

安井　利一

宮崎　真至

伊藤　公一

小林　義典

上濱　　正

阿部　伸一

渡辺　隆史

南　　清和

鈴木　　尚

宮下　邦彦

渡辺　隆史

増田　純一

西田　　亙

河原　英雄

植田耕一郎

藤田　　薫

赤石　健司

会　場

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

東京･新宿

2018年 5月13日

2018年 5月13日

2018年 6月 3日

2018年 6月 3日

2018年 7月 8日

2018年 7月 8日

2018年 7月29日

2018年 7月29日

2018年 9月 2日

2018年 9月 2日

2018年 9月30日

2018年 9月30日

2018年11月11日

2018年11月11日

2018年12月 9日

2018年12月 9日

2019年 1月20日

2019年 1月20日

▲ＦＡＸ． ０４９-２８５-６０３６▲

2018.01.27

氏　名
ローマ字
（大文字）

医院名

住所　〒　　　　　-

氏　名
( 漢字 )

ご案内郵送先　□自宅　□歯科医院
※どちらかにチェックして下さい

受講申込
コース№

出身校 紹
介
者

卒業年度

　　年度

E-mail

TEL

FAX

携帯

New！

New！

New！


